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ヌト:令名幸子令(-1，元東京大串教授虫~'=同士図校枠先生はlIi討手1 1 29 年 2 1'J 13日

稿腕の矯め逝去された。

故国枝先生は静岡鯨二俣I1lrの斜l出身， 大正3"'1三京大農皐部水産皐科を御卒

業，大串院に入J墜されて初め魚鄭躍を専攻されていたが後il(本じて三宅駿一先

生及び故岡村金太郎先生の御指導の下に海藻皐~専攻された。以来日併1 1 24

年停年退官されるまで80飴年間京大五年墜部水産製科に勤務されて， 助手，

助教侵，教授として水産植物皐の綱l研究，皐生の敬育研究指導に営られたが，

例lill官後は新設の日本大息水産準科に沿いて水産植物Ui撃を拾'討され，又l'!f山

製院大J撃に4ないても一般生物事，自然利害主将1論等を諮じて居られた。

先生の研究商に沿ける御所勤のあとをたどってみるに，持品長類の出11¥胞皐，

生古17史の研究に韮却を沿かれて水産業に沿ける手H準的基l礎知識の1IJI(J切に資め

られた。初期の頃はホンダワラ類の生徒法，授精，匹護主主等を御研究に君主り，

特にアカモクの生殖器，J佐渡生の研究を以って串位を縛られた。 三宅牒一先

生と共同でおやりに主主ったアオサ科の海藻の生殖法の研筑は，此の商にたけ

る日本での最初のものの一つであるが，此の研究は後までもあ1けられ，ついに

ヒトエグサが他のアオサ，アオノリとちがい，本体は配偶子だけを!品し，接

合子はすぐに護;芽するのではなく，阜市ill胞のまま次第に増大して行くだけだ

が4箇月後には俳走子を生じ瀧走子は直ちに殻芽してヒトエグサ休に走る

事を登見され，始めてヒ トエグサ凪の生活史を悶明された。そして世氏交呑

の主主式がアオサ，アオノリ等とは全くちがうものでるるからf;;lを:日lJにすべき

も のでるるとしてヒトエグサ科 ~onostrornaceae の設立を北JI昌された。一 叉

三宅先生と共同で DOSTAL，SCHUSSN1Gの護見直後に始められたへライワヅグ

の生植法の研究では，それまで不明だった併走胞子は配偶子であるととを明

らかにされ，雌雄異71予で，接合後は分裂ナるとと念く弦芽しτ行くととを親
祭された。多くにたやりになった下等柄誌類の生前史の研究は，之等の物が分鋲

i製皐製L上疑問が多いので
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であるが，須藤と共同研究のフクロノ リにおいては秋には悌走子を/:1:'.ナが春

には雌雄大小の訟がある異7I'b配偶子が現われるととを蹴楽し，同型の世代交

帯をたナ事をJ世論された。 flW1'118 ij三凶から始められ晩年に到るまで続けて居
られたフ'リークサノリの生-市民:の御研究ではその分業j司法，生殖胞子の71列車及び

行動等について従来阪く容認されていた定説的主主見解に告はして疑問を投ぜら

れ， 1義列立されるアサクサ ノリ の中には多数の~]~!Jð，iが含まれるが，之等は~胞

子を有ナるマJレパフPサクサノリ凪 Metaporphyraと皐胞子を有さえ主いナガ

パアサクサノ リ Æ~ Porphyraに分けられる。そして此の分類皐的相異は産業

上でも亘裂で~}レパは l免生だがナガバは早生であり ，此の平I!免性を利用して

ノリの採捌期Wjをのばすととも 出来る告ーである。吏V亡襲来と見なされていた

のは貨は未熟主主精子誌で，買の襲来は別に あ り， 塾抄I~は/l:J:休と共にヒピから

)j)t悲してit正底に沈み，付:休の樹死後1uu立して休11民!!}(態で・立をとし，その !H'j ~乙

*胞子は熟 して行って秋に前11れ~lll れに市岡に浮上 してヒピに靖生ナる。秋の

ヒビJ二につくノリ の起l京が夏ノリからの阜胞子でない事は，胞子の大きさ，

色素休のJI五!!k，改芽休の11児のl♀さ笥;の;Jfl症で匝別が出来る」等の異設をたて

られた。之れがそれまでο「五ノリ 説」に釘立する「休l以下北」として，共の
後長い| ↓\j論qi:の問題と怠った。 先生はまた糾謀主I~i の生前!}'.の研究をお1 けら

れ ~JU悼と共同でアカモク其の他のホングワラ業I~iの ものの授精を生休でfm~

され，又新IIIt.fと共同で研究されたノ、バモドキ，セイヨウハバノl}の生前史で

は ， 本やI~は前走子を /:\!，しそれが殻芽して微小なi自立11~休K 主主り，之 KatiU4tの配

偶子が生じて1=i性生継が行われるととど出じた。戦時中行われた)11¥里!万〔誌研

究明.では班長としてその推進蛮民に京力されたが，~tî) 自分でも新111奇と共同で

アラメ ，カ ジメの研究をされ，アラメ で、は従来木ヂ11illiは:-HI如だけとされて

いたのを訂正されて，m夜jiifi笥:以京に多いアラメ型と以聞に多いサ::JIラメ型の

同学千があるととをlりjらかにされ，サガラメ型ば北米太平洋岸(，z::i!lナるEisenia

arborea K同定すべきものであるとされた。

以上はすで、に報文にされた仰研究成県の蹴嬰で、あるが，共の他にも手をつ

けて居られたのに少ミウチワの生植JJ包子の前iI胞接的研究，イロ ロ，ウJレ、ング

サ，カ ワノリ，キッコウグ-!J~ ~g:の生前法の研究があり未設表に絶っているが

か怒りの成果をあげて居られた。 ~I~ でもイロロの運動|生るる悦走子の護;見は

それまで疑問問iの多かったイシゲ屈の分主J'!i早J二の位置決定(，z::大怠る功訪をと残

しプ乙といえよう。
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'It.沿昭和115年頃からは海藻よりも魚類の頭骨をもとにする分類， 系統進

化の研究に深い御閥心を向けられ，報文を二つも出された。そして此の御研

究ほ更に殻展して魚類から人類までに到る脊椎動物の進化粧路に闘するー仮

設をもたてられて，病床にあられ乍らも，そのノートの整理，執筆を気にし

て居られていたが，ついに未整表に格って了った。

此のように先生ほ主として邦産の海藻類の生活史の解明に努力されたので

るるが，只l乞新知識を得るという事だけに止まらや，得られた知識を如何に

すれば産業の中にとり入れて水産業。進展，技術の向上に役立たせ得るかに

深い関心を梯いつつ研究を進めて居られた。元*先生は「撮り性Jで，物事に

まJしていつでも虚心坦懐に真正面からとつくまれてその本質まで徹底的につ

きとめねば止まぬという御性格で，常人の考え及ばない特異の推理，考察をめ

ぐらされて明快訟判断を下される方であった。「自然の事賓が吾々の師で，本

や文献にとらわれてはいけない」とか「科皐は進歩して行くものだから頭を

固くしていてはいかぬ。研究では判断，結論にいたるまでの過程が大切な面

白い所で，自分の出した結論にとらわれすぎではなら肉」等ともいわれ，御

自分に納得行くよう主主事賞，説明が出てくるとそれまでの自設の非をるっさ

り認められた。上記の先生の報文中でも，アカモクの染色体裁のように後に

他の研究者から誤りを指摘されたものや， ヒトエグサのように最初の報文で

は接合子がすぐ護芽分裂するとされたのを次の報文ではすぐには護芽せ歩、単

細胞のままで片ノにきく友って行くだけだと御自分で訂正されたのもあり，

「結論を出すのにあせってはいけない」等と辿懐されて居られた。アサクサ

ノリの生活9史iについては波紋が大きかつアたζだけに御自分で
翻察研究右乞と績けて居られ，また吾々にもやらして居られたが，先生の考楽，

観察の不充分な所を賞誰をあげて論議して行くと御自分の前設に固執される

ととがたかった。なた故近康く 11呂えられている Conch田elis-ph田eの問題に

ついては，日本に必ける此の研究の開始とも除j主liがあるが，質は私が DREW

の報文を最初にみたのは昭和26年2月頃で営時東京文理大に在撃中だった

千原光雄君にコツピイそ負ったのに始まるが，その後間もない頃先生泊考文室

にお見えになられ門下生謹と歓談された時に DREWの報文の件を話題にの

ぼせると，門下生の中には「あんなのが介殻中に穿孔するなんてととは考え

られぬ」と言下に否定するのもいたが先生は「吾々の思い及ばなかった所だ

からそう簡単には扱えぬ。呆胞子が夏休眠したのも悔底から浮上ってくるの
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アごと考えられるが Conchocelisの場合も海底から浮上ってくる笹だ。秋のヒ

ピにつく ノリの胞子はど うしても海底から来るものと考えられるがその矧iで

は一致ナるから考えられぬと とでは泣い」といわれた。その年の秋に稿、が哀

をとさせた培養の糸蹴休に多数の胞子を作 り，その大きさ，形態，殻芽!IM7.主主;

がヒピ上の と fíij~主主主砂jが得られ， DREW の説がアサクサ ノリでもあてはまる

らしい推測が出来たので， 天然、市~ I:I~で寅読 して11 う ように方々にすすめて き

たのが今日の研先進展の殻端であるが， その1mの封sil対抗況を病床の沿見排の
際等沿話しする と Conchoselisだけがノ リの越互依態とする見方の不備の

弘liを指摘されて，他泊五主に比べてノリは謎なととをやると とが多いから と結

論を急;ぐ非をi楽くいましめて居られた。

先生に直接私11指導をうけてきた栴誕の専門家は私の後に斜JJ長俊也， lt山LE
也， JJ*山不IUJ.C野博治治，路、肱J肱之助の諸沼ーがあるが，私自身は初め故岡村
先生，三宅先生に手ほどきをして戴いた者で， 国枝先生が畢生の仕事とされ

たアサクサノ リ研究を沿始めになられた初JklJの頃から進展j状況を見せて戴い

たり聞かせて下さったりしていた。卒業後先生の御指導の下で自身ノリ に手

を付けるようになってから紙付く先生の不備え工組1， 誤 りの出Iliを遠慮主主く I'IJ上

げると， I若草が何を"Jという よう友衛l梯子も汝く耳U二げられて制l自身でも

検討され，摘んに論議 しつつ今日に及んだが， *iUかい所は)]IJとしてアサクサ

ノリ研究の大道はH併1112，3:¥'[ミ頃先生が強制されていた方向にそうで動いて

いるよ うに思われる。

園枝博士業績一覧

1. ホンダワ ラ凪の稿!』虫について. 植物皐雑誌，38: (1924) 
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Horneri Ag. J. Coll. Agr. Imp. Univ. Tokyo. 9 (5) : (1928). 
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zoospores in Ulvaceae (三宅共著).J. Coll. Agr. Imp. Univ. Tokyo. 

11 (3) : (l(l31). 

4. ウミウチワの生舶並びに生活史に閲する研究(三宅共著).服部報公令研

究抄録 1:(1934). 

5. 011 the life-history of Monostroma. Proc. Imp. Acad. 10 (2) : (1934). 

6. 011 the sexual reproductio11 of Caulerρa (prelim. Rep.). Cytologia 
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8 (2) : (1937). 

7. 革新的海苔養地訟の提言水産公論，25 (1) : (1937)・

8. フクロノリの生所~(I守に共の具]1予配偶子の接令について.布I(物早雑誌;. ，

52: (1938). 

9. アサクサノリ の生前~.杭物及び動物， 7 (4， 5， 6): (1939). 

10. On the life.history of P01'ρhyra tenera Kjellm・J.Coll. Agr. Imp. 

Univ. Tokyo. 14 (5) : (1939). 

11. On the fertilization in Sargassurn Horneri Ag. (mJY.*共著).Jap. J. 

Bot. 11: (1940). 

12. セイョウハパノリ及び、ハパモドキの生活史(新附共著). 生物，2 (6): 

(1947). 

13.ハパノリとワグモの有性生地と生所史 (1Jj)j露共著J.7K@;製令報，10 (1， 2): 

(1948). 

14.動f1R筋院の鐙溢よりみたる魚、制，附楼主r!， ，限且けJ!，防犯'!及びnni乳会Jiの類

総及び分野iについて. 日本水百庄;

1日5. 向上.II . フナ，コイ ~j1-日本水産事令誌， 14 (勾:(1949). 

16. On the Eisenia found in Japan Ufrlltt，f~t敦'). Proc. VIIth Pan Pac迂.

Sci. Congr. 5: (1953). 

木合名理合員 l必校部博士は去る 2月]31:1病気の潟束ziく

に於て逝去されました。謹んで合員言者す~t に報じ哀'þjï.の芯.

を絡げます。

l昭和129"1'-4月

FI本主張類接合
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